


































































古代の「武士」には、宮中警固を通 て、王権を守護す イメージが存在していたと言える。宇多朝にな と、御所近辺の警固を担当した滝口武士が創設され、 「武士」は官職を示すようになった。 『日本紀略』においては、滝口武士 「武 、中世武士は「武夫」や「武勇人」など称され、 「武士」は滝口武士を表す時のみに用いられた。このことは滝口武士が王権の守護者として特別視されていたことを示す。　
中世武士は史書においては「武士」と称されなかったが、物語で





躍を通じて王権の守護者としての評価 受けたが、一方で多くの罪なき人々を殺害した残忍なイメージも存在した。しかし、 「天下之固」たるイメージは孫の為義 引き継がれ これと同じく、頼光流清和源氏にも辟邪性が存在した。源頼光の子孫頼兼・頼茂父子は鎌倉期に内裏を警固する大内守護に任じられた。このことから、王権守護のイメージが祖先の頼光や頼政 まで及び、彼らは妖怪 退治して王権を守る物語の主 公とされた。特に、延慶本『平家物語』に載る鵺退治の説話には、頼政が武士誕生の由来を王権守護に求める台詞がある。ここに王権守護と辟邪 組み合わされ、武士辟邪性が具体的に創出されたと言え 。　
古代の「武士」が孕んでいた王権守護のイメージと中世武士が持
つ邪を払うイメージは長い歴史 中で受け継がれ、物語で集大成を見ることとなった。古代の「武士」と 世武士は、そ 担い手が異なるため、一見すると両者に関連性が無いように思えるが 辟邪性という観点から見れば、両者には連続 あると考えられ 。
